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ウ
ズ

ベ
ク
民
族
と
ポ

ス
ト

ソ
連
社
会

高
橋

巖
根

〈要
旨

V

本
論
文

は
、

ウ
ズ

ベ
ク
民

族

に
関
す

る
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー
と

地
域
主

義

が
同
国

の
政

治

・
経
済

に
与
え
る
影
響

を

テ
ー

マ
に
採

り
上
げ

て

い
る
。
第

1
節

で
は
基
礎
知
識
と

し
て
、

1
9
2
4
年

の
中
央

ア
ジ

ア
の
国
境
線
確
定
を

境
と
し
た
政
治

的
区
分
及
び
民

族
構

成

の
歴
史

を
簡
単

に
振
り
返

る
。

第
2
節

で
は
、
旧

ソ
連

の
研
究

者
が
創
り
上
げ

た
民
族
イ

デ
オ

ロ
ギ

ー
を

西
側

の
研
究

者

の
見
解
と

比
較

し
、
さ

ら
に
地
域

主
義

に
言

及
し
な
が
ら

、
そ

の
特
質

を
探

る
。
第

3
節

で
は

、
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
と

地
域

主
義
が

ウ

ズ

ベ
ク
の
政
治

・
経
済

に
ど

の
よ
う
な
特
徴
を
与
え
て

い
る
か
を
検
討
す
る
。

キ

ー
ワ
ー
ド

ウ
ズ

ベ
ク
民
族
イ

デ
オ
ロ
ギ

ー
、
サ

ル
ト
、
地
域

主
義

、
歴
史
、
遊
牧
ウ
ズ

ベ
ク
族
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筆
者
は
1
9
9
6
年
4
月
よ
り

1
9
9
8
年
3
月
ま
で
の
2
年
間
、
在
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
日
本
国
大
使
館
の
専

門
調
査
員
と
し
て
同
国
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト

に
滞
在
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
先

立
つ
1
9
9
5
年
1
1

・
1
2
月
及
び
大
使

館
勤
務
後
の
1
9
9
8
年
8
-
1
0
月
の
計
約
3
ヶ
月
間
個
人
的
な
調
査
の
形

で
も
同
地
に
滞
在
し
て
い
る
。
合
計
2
年
3
ヶ
月
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
の
滞

在
経
験
を
通
じ
て
最
も
印
象
的
で
あ

っ
た
の
は
、
同
国
の
主
要
民
族
で
あ
る
ウ

ズ

ベ
ク
人
に
見
ら
れ
る
独
特
な
民
族
性
が
ソ
連
的
な
社
会
の
あ
り
方
と
微
妙
な

関
係
を
保
ち

つ
つ
も

一
体
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
通

常
市
場
経
済

へ
の
移
行
が
至
上
命
題
と
さ
れ
る
旧
ソ
連
社
会
の
行
方
を
考
察
す

る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
ま
ず
今
世

紀
前
半
ま
で
の
ウ
ズ
ベ
ク
人

(及
び
そ
れ
と
密
接
な
歴
史
的
関
係
を
も
つ
民
族

と
し
て
、
タ
ジ
ク
人
)
の
民
族
的
形
成
の
過
程
を
辿
り
、
そ
の
上
で
そ
う
し
た

形
成
の
も
つ
あ
る
種
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
ソ
連
時
代
の
負

の
遺
産
と
し
て
独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
政
治

・
経
済
に
微
妙
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

嗣

1

独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
及
び
旧
ソ
連
中
央

ア
ジ
ア
諸
国

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
含
む
旧
ソ
連
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に
つ
い
て
は
、
同
地
域

は
ご
く
最
近
ま
で
日
本
人
に
は
馴
染
み
の
薄
い
地
域
で
あ
り
、
ま
た
現
在
で
も

日
本
人
の
研
究
者
は
限
ら
れ
た
分
野
で
し
か
研
究
を
行

っ
て
お
ら
ず
、
基
本
的

な
情
報
が
普
及
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
最
初
に
、
同
地
域

に
つ
い
て
特
に
民
族

・
歴
史
を
中
心

に
簡
単
に
概
観
し
て
み
た
い
。

現
在
の
5
つ
の
独
立
共
和
国

(地
理
的
に
ロ
シ
ア
に
近
い
方
か
ら
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
、ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
の
5
ヶ
国
)
の
形
成
に
つ
い
て
、
大
き
な
歴
史
的
分
岐
点
と
な

っ
た

の
は
1
9
2
4
年

の

「国
境
線
確
定
」
と
呼
ば
れ
る
政
策
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ

る
。
こ
の
政
策
に
関
し
て
は
資
料
が
不
足
し
て
お
り
明
確
な
こ
と
は
不
明
だ
が
、

国
境
線
確
定
と
そ
れ
に
よ
る
5
つ

(厳
密
に
言
え
ば
、
こ
の
年
の
時
点
で
は
4

つ
。
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は
ま
ず
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
中
の
自
治
共
和
国
と
し
て

形
成
さ
れ
、
1
9
2
9
年
に
共
和
国
に
昇
格
し
た
)
の
社
会
主
義
共
和
国
の
形

成
は
こ
の
年

い
っ
ぱ

い
か
け
て
、
モ
ス
ク
ワ
中
央
と
中
央
ア
ジ
ア
の
指
導
者
た

ち
の
複
雑
な
交
渉
を
通
じ
て
実
現
し
て
い
る
。
レ
ー

ニ
ン
は
こ
の
年
に
亡
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
モ
ク
ス
ワ
中
央

に
お
い
て
は
ス
タ
ー
リ
ン
が
イ

ニ

シ
ア
チ
ヴ
を
と

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
1
9
4
0
年
代
に
至
る
ま
で
の
共
和

国
の
政
治
的

・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
形
成
に
お
い
て
は
彼

の
民
族
に
関
す
る
理
論

が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

1
9
2
4
年
の
こ
の
政
策
以
前
の
段
階
で
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
は
領
域
的
に

も
政
体
か
ら
言

っ
て
も
全
く
異
な
る
種
類
の
政
治
的
区
分
が
存
在
し
た
。
1
9

世
紀
前
半
の
時
点
で
は
、
現
在
の
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
及
び
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
の
西
部
に
は
、
遊
牧
ウ
ズ

ベ
ク
族
の
出
自
を
持

つ
世
襲
的
な
権
力

者

ハ
ー
ン
乃
至
ア
ミ
ー
ル

(ブ

ハ
ラ
の
場
合
)
を
中
心
と
し
た
封
建
的
な
3

つ

の
小
国
家
が
存
在
し
、
特
に
お
互
い
の
境
界
と
な
る
地
域
を
め
ぐ

っ
て
長
年

に

わ
た
る
対
立
を
続
け
て
い
た
。

最
西
の
ヒ
ヴ
ァ

・
ハ
ー
ン
国
は
ア
ラ
ル
海
に
注
ぐ
ア
ム
ダ
リ
ヤ
下
流
の
ヒ
ヴ

ァ
を
首
都
と
す
る
国
家
で
、
歴
史
的
に
は
ホ
レ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
た
地
方
で
あ
り
、
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北
の
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原

(現
在
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
に
至

る
草
原
地
域
)

」及
び

ロ
シ
ア
と
南

の
カ
ラ

・
ク
ー
ム
砂
漠
の
ト
ル
ク
メ
ン
地
域

及
び
イ
ラ
ン
と
の
関
係
が
深
く
、
ま

た
内
部
の
民
族
構
成
を
見
て
も
支
配
民
族

で
あ

っ
た
ウ
ズ

ベ
ク
族
以
外
に
も
遊
牧
的
伝
統
の
濃

い
民
族
で
あ
る
ト
ル
ク
メ

ン
、
カ
ラ
カ
ル
パ

ッ
ク
、
カ
ザ
フ
な
ど
を
含
む
多
民
族
国
家
で
あ

っ
た

(こ
の

状
況
は
、
政
治
的
仁
は
ウ
ズ
ベ
ク
領
と
ト
ル
ク
メ
ン
領
に
分
か
れ
た
現
在
で
も

変
わ

っ
て
い
な
い
)。
こ
の
地
域
は
、
後
述
す
る
2
つ
の
国
家
が
分
布
し
た
東
側

に
あ
る
規
模
の
大
き

い
オ
ア
シ
ス
地
域
と
は
キ
ジ
ル

・
ク
ー
ム
砂
漠
を
挟
ん
で

地
理
的
な
隔
た
り
が
あ
り
、
1
2

・
3
世
紀
に
は
独
自
の
国
家
ホ
レ
ズ
ム

・
シ

ャ
ー
朝
を
樹
立
す
る
な
ど
独
自
の
伝
統
を
誇

っ
た
。

中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
地
帯
の
中
央
に
位
置
す
る
ブ
ハ
ラ

・
ア
ミ
ー
ル
国

は
、
そ
の
名
の
通
り
ブ
ハ
ラ
を
首
都

と
し
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
含
み
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
西
部
に
至
る
広
大
な
オ
ア
シ
ス
地
帯
を
支
配
し
た
。
ま
た
、
最
東

の
コ
ー
カ

ン
ド

・
ハ
ー
ン
国
は

フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆

地
の
都
市

コ
ー
カ
ン
ド
を
首
都
と
し
て
同

盆
地
と
タ
シ
ケ
ン
ト
地
方
、
ト
ゥ
ル
ケ
ス
タ
ン
地
方

(現
カ
ザ
フ
領
)
、
現
キ
ル

ギ
ス
タ
ン
領
を
含
む
地
域
を
領
土
と

し
、
ゴ
ル
ノ

・
バ
ダ

フ
シ
ャ
ン
地
方

(タ

ジ
ク
東
部
)
と
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
方

(現
中
国
領
)
に
も
政
治
的
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
こ
の
2
つ
の
国
家
の
民
族
的
構
成
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
フ
ェ

ル
ガ
ナ
盆
地
や
サ

マ
ル
カ
ン
ド
、
ブ

ハ
ラ
な
ど
の
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ン
流
域
に
集
中

し
て
住
む

「サ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
た
定
住
農
耕

・
商
業
民
と
山
裾
や
砂
漠
近
く

の
ス
テ
ッ
プ
な
ど
で
遊
牧

・
半
遊
牧
生
活
を
送
る
本
来
の
意
味
で
の

「
(遊
牧
)

ウ
ズ
ベ
ク
」

の
2
者
を
主
要
な
構
成
民
族
と
し
て
、
周
縁
地
域
に
カ
ザ
フ
、
キ

ル
ギ
ス
な
ど
の
遊
牧
民
や
ゴ
ル
ノ

・
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
の
山
地
タ
ジ
ク
人
、
オ
ア

シ
ス
定
住
民
の
ウ
イ
グ
ル
人
な
ど
を
含
ん
で
い
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
3
ヶ
国
の
北
に
は
今
日
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
大
部
分
を
占
め

る
草
原
地
帯
が
、
南
に
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
と
な

っ
た
砂
漠
地
帯
が
広
が

っ

て
い
る
が
、
両
地
域
で
は
歴
史
的
に
強
力
な
政
体
が
出
現
し
た
こ
と
は
ご
く
稀

で
あ
っ
た
。

(以
上
、
言
語
学
的
な
系
統
か
ら
言
え
ば
、
カ
ザ
フ
、
キ
ル
ギ
ス
、
カ
ラ
カ

ル
パ
ッ
ク
、
ト
ル
ク
メ
ン
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
ウ
イ
グ
ル
は
チ
ュ
ル
ク

(ト
ル
コ
)

系
、
山
地
タ
ジ
ク
人
を
含
む
タ
ジ
ク
は
イ
ラ
ン
系
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
)

1
9
世
紀
に
入
る
と
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
南
ウ
ラ
ル
か
ら
西
シ
ベ

リ
ア
に
か
け
て
要
塞
を
築
い
た
ロ
シ
ア
帝
国
が
ま
ず
カ
ザ
フ
草
原
を
自
己
の
影

響
下
に
置

い
た
後
、
そ
れ
を
足
掛
か
り
に
こ
の
世
紀

の
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け

て
南
部
地
域
を
併
合
乃
至
影
響
下
に
置
い
た
。

コ
ー
カ
ン
ド

・
ハ
ー
ン
国
は
滅

亡
さ
せ
ら
れ
て
ロ
シ
ア
の
領
土
と
な
り
、
残
る
2
つ
の
国
家
は
ロ
シ
ア
の
保
護

国
と
な
り
間
接
的
な
が
ら
特
に
近
代
化
の
面
で
ロ
シ
ア
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
帝
政
時
代
、
こ
の
2
国
と
カ
ザ

フ
草
原
を
除
く
中
央
ア
ジ
ア
南
部
は

ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
呼
ば
れ
た
。

ロ
シ
ア
革
命
後
の
1
9
2
0
年
、
ヒ
ヴ
ァ
、
ブ

ハ
ラ
の
両
国
で
は
世
襲
の
首
長
が
廃
位
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
領
土
の
変
更
な
し
に

形
式
的
に
社
会

王
義
共
和
国
と
さ
れ
た
。
同
時
期
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
領
も
社
会

主
義
共
和
国
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
新
し
く
社
会
主
義
の
名
称
を
冠
し
な
が
ら

も
こ
の
地
域
の
政
治
的
区
分
に
は
ま
だ
変
更
が
為
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

そ
の
後
1
9
2
4
年
に
国
境
線
確
定
が
実
行
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
後
も

1
9
2
9
年
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
共
和
国
昇
格
を
含
め
、
い
く
つ
か
の
小
規
模

な
境
界
線
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
中
央
ア
ジ
ア
を
5
つ
の
主
要
民
族

ウズベ ク民族 とポス トソ連社 会165



に
よ

っ
て
分
け
る
と

い
う
基
本
的

な
形
は

一
貫
し
て
維
持
さ
れ
、
1
9
9
1
年

の
ソ
連
邦
崩
壊
に
伴
い
そ
の
形
に
沿

っ
て
各
国
の
独
立
が
遂
行
さ
れ
た
。

2

ウ
ズ
ベ
ク
人
の
民
族
的
形
成

ウ
ズ
ベ
ク
人
の
民
族
的
形
成
に

つ
い
て
語
る
場
合
、
旧
ソ
連
の
他
の
諸
民
族

の
場
合
と
同
様
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
ま

つ
わ
る
困
難
な
問
題
が
あ
る
。
容
易
に

予
想
さ
れ
る
よ
う

に
、
旧
ソ
連
の
民
族
に
関
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
実
際
の
歴

史
を
必
ず
し
も
反
映
し
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
問
題
を
複
雑
に
し

.
て
い
る
要
因
と
し
て
、
民
族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
人
工
性
が
現
在
の
民
族

の
あ
り

方
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

後
者

の
点
は
、
同
じ
旧
ソ
連
地
域
で
も
、
例
え
ば
ロ
シ
ア
人
に
関
し
て
は
当

て
は
ま
ら
な
い
。
国
民
は
特
定
の
民
族

へ
の
所
属
を
超
え
た
ホ
モ

・
ソ
ヴ
ィ
エ

テ
イ
ク
ス
で
あ
る
べ
し
と

い
う
、

ソ
連
体
制
が

(他
の
諸
民
族
に
対
す
る
の
と

同
様
)
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
押
し
付
け
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
不
幸
は
、

一
度

体
制
が
崩
壊
す
れ
ば
、
例
え
時
間

が
か
か
る
に
し
て
も
解
消
に
向
か
う
性
質
の

も
の
で
あ
る
。
確
か
に
ロ
シ
ア
社
会
は
混
乱
し
て
い
る
が
、

ロ
シ
ア
正
教
は
息

を
吹
き
返
し
表
面
に
現
れ
て
い
る
し
、

ロ
シ
ア
の
伝
統
や
文
学
に
つ
い
て
語
る

こ
と
に
何
等
制
限
は
な
く
、
ジ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
よ
う
に
プ
リ
マ
コ
フ
の
首
相

指
名
に
際
し
て
自
ら
率

い
る
党

の
機
関
紙
の
見
出
し
で

「
ロ
シ
ア
を
抹
殺
す
る

な
ど
わ
れ
わ
れ
が
許
さ
ん
」
と
叫

ぶ
こ
と
す
ら
で
き
る
。
し
か
し
、
中
央
ア
ジ

ア
に
関
し
て
は
事
情
が
全
く
異
な
り
、
民
族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
人
工
性
は
中
央

ア
ジ
ア
で
ロ
シ
ア
の
よ
う
な

(肯

定
的
な
意
味
で
も
否
定
的
な
意
味
で
も
)
自

由
な
社
会
が
実
現
す
る
の
を
押
し
留
め
る
要
因
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
中
央
ア
ジ
ア
民
族
の
人
工
性
と
は
何
な
の
か
。
そ
れ
を
見
る
た

め
に
、
こ
こ
で
は
旧
ソ
連
の
民
族
誌
学

(
ロ
シ
ア
語
で

「
エ
ト
ノ
グ
ラ
ー
ブ
イ

ヤ
」
り
西
側
の

「文
化
人
類
学
」
に
相
当
す
る
学
問
だ
が
、
理
論
や
関
心
は
か
な

り
異
な
る
)
が
語
る
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
民
族
性
と
西
側
の
研
究
者

の
代
表
と
し
て

ソ
連
の
民
族
問
題
の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
E
。
オ
ー
ル
ワ
ー

ス
の
見
解

(〉
目
≦
O
「こ
P
一㊤⑫
O
)
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
関
す
る
民
族
誌
学
に
お
い
て
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
民
族
性

に
関
す
る
理
論
構
築
を
行

っ
た
の
は
奇
妙
な
こ
と
に
ウ
ズ

ベ
ク
人
の
研
究
者
で

は
な
か

っ
た
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
重
要
な
著
作
は
、
ジ
ャ
デ
イ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
中
央
ア
ジ
ア
出
身
の
知
識
人
た
ち
の
大
半
が
1
9
3
8
年
の
粛
清
に
よ

っ

て
消
え
た
後
、
ま
ず
1
9
4
1
年
に
ロ
シ
ア
人
の
A
.
ヤ
ク
ー
ボ

フ
ス
キ
ー
が

「
ウ
ズ

ベ
ク
国
民

の
民
族
的
形
成

(
エ
ト

ノ
ゲ
ネ

ス
)
の
問
題

に
向
け
て
」

(磯
肄
号
o
<
ω窪

一逡
一
)
を
発
表
し
て
方
向
付
け
を
行
い
、
キ
ル
ギ
ス
生
ま
れ
の

タ
ジ
ク
人
M
.
ヴ
ァ
ッ
ハ
ー
ボ
ブ
が
も
の
し
た
1
9
6
1
年
の

「社
会
主
義
的

ウ
ズ

ベ

ク
民

族

の
形

成
」

(<
釁

90
び
O
〈
一
り
①
一)

に
よ

っ
て

理
論

的

に

整

理

さ
れ

、

定
式
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ヤ
ク
ー
ボ
フ
ス
キ
ー
は
1
9
4
1
年
の
論
文
で
、
そ
れ
ま
で
ソ
連
の
研
究
者

が
考
え
て
き
た
よ
う
に

(そ
し
て
後
述
の
如
く
、
現
在
で
も
西
側

σ
学
者
が
妥

当
と
見
な
す
よ
う
に
)
中
央

ア
ジ
ア
に
お
け
る
ウ
ズ
ベ
ク
人

の
歴
史
は
シ
ャ
イ

バ
ニ

・
ハ
L
ン
が
今
日
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
地
域
に
進
出
し
た
1
6
世
紀
に
始

ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
遡
る
遥
か
な
古
代
か
ら
ウ
ズ
ベ
ク
人

の
祖
先
で
あ

る
チ
ュ
ル
ク
系
民
族
の
足
跡
は
こ
の
地
に
残
さ
れ
て
お
り
、
古
代
よ
り
連
綿
と
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続
く
こ
の
人
々
が
遊
牧
民
族
出
身

の

一
部
族
で
あ
る

「ウ
ズ
ベ
ク
」
か
ら
民
族

名
を
借
り
た
に
過
ぎ
な

い
と
主
張

し
た
。
オ
ー
ル
ワ
ー
ス
は
、
ヤ
ク
ー
ボ
フ
ス

キ
ー
が
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
「タ
タ
ー
ル
の
く
び
き
」
と
い
う

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
モ
ン
ゴ
ル

・
チ

ュ
ル
ク
系
の
遊
牧
民
に
歴
史
的
に

苦
渋
を
な
め
さ
せ
ら
れ
て
き
た
自
民
族
の
心
理
が
こ
こ
に
投
影
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
感
想
を
も
ら
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
の
見
解
は
4
0

年
代
を
通
じ
て
ウ
ズ

ベ
ク
民
族
に
関
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
成
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
、
そ
の
成
果
が
1
9
6
1
年
の
ヴ

ァ
ッ
ハ
ー
ボ
ブ
の
記
念
碑
的
著
作

に
結
実
す
る
の
で
あ
る
。

ヴ

ァ
ッ
ハ
ー
ボ
ブ
に
よ
れ
ば
、

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
特
徴
を
示
す
民
族
が
中
央

ア
ジ
ア
に
来
住
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
実
に
紀
元
前
6
i
4
世
紀
の
頃
で
あ

っ
た
と

い
う
。
紀
元
後
6
世
紀
中
葉
、
中
央
ア
ジ
ア
は
突
厥
の
支
配
下
に
入

っ

た
こ
と
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
来
住
が
増
え
、
彼
ら
の
定
住
化
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴

っ
て
既
に
定
住
し
て
い
た
イ
ラ
ン
系
住
民
と
の
同
化

も
始
ま
る
。
1
1
、
1
2
世
紀
頃
、
チ
ュ
ク
ル
系

の
カ
ラ

・
ハ
ー
ン
朝
の
支
配

が
行
わ
れ
た
時
代
に
は
、
チ
ュ
ル
ク
系

の
イ
ス
ラ
ム
化
が
進
行
し
、
ウ
ズ
ベ
ク

民
族
の

「基
礎
」
が
形
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
1
3
世
紀
の
モ
ン
ゴ

ル
の
来
襲
を
経
て
、
1
5
世
紀
末
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
か
ら
い
わ
ゆ
る
遊
牧
ウ
ズ

ベ
ク
族
が
南
下
し
て
く
る
の
だ
が
、

こ
れ
が
ウ
ズ
ベ
ク
系
民
族
来
住
の
最
後
の

大
き
な
波
と
評
価
さ
れ
て
い
る

(小
規
模
な
移
住
は
そ
の
後
も
1
9
世
紀
末
あ

た
り
ま
で
は
見
ら
れ
た
)。
だ
が
、
ウ
ズ
ベ
ク
民
族
が
最
終
的
に
確
立
す
る
の
は

2
0
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

最
後
の
点
は
、
歴
史
を
振
り
返

っ
て
み
れ
ば
実
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
1
9
2
4
年
以
前
の
中
央
ア
ジ
ア
に
は
今
日
の
も

の
と
領
域
か
ら
見
て
も
政
体
か
ら
言

っ
て
も
全
く
性
格
の
異
な
る
政
治
的
区
分

が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
状
況
下
で
、
「ウ
ズ
ベ
ク
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
の
は
、
山
裾
や
砂
漠
近
く
の
草
原
で
遊
牧

・
半
遊
牧
生
活
を
行

っ
て
い
た

人
口
的
に
は
少
数
の
人
々
に
す
ぎ
ず
、
人
口
の
多
く
を
占
め
る
オ
ア
シ
ス
地
帯

の
定
住
民
は
チ
ュ
ル
ク
系

・
イ
ラ
ン
系
を
問
わ
ず

一
括
し
て

「サ
ル
ト
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
2
0
世
紀
初
め
頃
に
中
央

ア
ジ
ア
の
改
革
派
知
識
人
で
あ
る
ジ

ャ
デ
イ
ー
ド
た
ち
の
活
動
が
活
発
化
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
少
し
ず
つ

「ト
ル

キ
ス
タ
ツ
人
」
、
「ブ

ハ
ラ
人
」
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基

づ
く
民
族
意
識
が
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ヴ

ァ
ッ
ハ
ー
ボ
ブ
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
持

つ
ウ
ズ
ベ
ク
人
は
、
1

9
世
紀
末
か
ら
2
0
世
紀
初
頭
の
時
点
で
の
民
族
構
成
か
ら
見
て
3
つ
の
層
に

分
か
れ
る
と
さ
れ
る
。
第

一
の
層
乃
至
グ
ル
ー
プ
が

「サ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る

オ
ア
シ
ス
定
住
民
で
あ
り
、
今
日
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
最
も
古
く
か
ら
在
住

し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
内
部
に
遊
牧
民
の
よ
う
な
氏
族
的
区
別
を
欠
き
、

生
業
的
に
は
灌
漑
農
業
、
工
芸
、
商
業
に
従
事
し
、
都
市
や
規
模
の
大
き
な
農

村
に
居
住
し
て
い
る
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
彼
が

「チ

ュ
ル
ク
」
と
呼
ぶ
チ

ン
ギ
ス

・
ハ
ー
ン
の
来
襲
以
前
か
ら
の
来
住
者
で
あ
る
が
、
定
住
民
に
は
同
化

せ
ず
に
半
遊
牧
生
活
を
送
り
、
カ
ル
ル
ク
、
バ
ル
ラ
ス
な
ど
と

い
っ
た
名
で
知

ら
れ
る
氏
族
的
区
別
を
内
部
に
維
持
し
て
い
る
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
狭
義
の

「ウ
ズ
ベ
ク
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
1
6
世
紀
以
降
に
北
方
か
ら
来
住
し
た
人
々
だ

が
、
既
に
定
住
化
し
て
農
業
を
営
む
者
も
多

い
が
、

一
部
高
地
や
草
原
な
ど
で

は
全
面
的
な
遊
牧
を
行

っ
て
い
る
者
も
あ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
も
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言
語
、
物
質

・
精
神
文
化
の
面
で
は
同
じ
民
族
と
み
な
し
得
る
ほ
ど
の
共
通
性

を
持
つ
と
さ
れ
る
。

ウ
ズ
ベ
ク
民
族
を
規
定
す
る
客
観
的
基
準
の
多
く
は
そ
れ
に
関
す
る
研
究
自

体
が
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
沿

っ
て
行

わ
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
直
ち
に
評
価
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
言
語
に

つ
い
て
は
あ
る
程
度
の
コ
メ
ン
ト
が
可
能
で
あ
る
。

民
族
同
様
、
ウ
ズ
ベ
ク
語
も
や
は
り
、
1
9
2
0
年
代
か
ら
3
0
年
代
に
か
け

て
の
国
家
創
造
の
過
程

の
申
か
ら
生
じ
た
。
1
9
2
4
年
に
で
き
た
新
生
ウ
ズ

ベ
ク
政
府
は
当
初
は
遊
牧
的
伝
統

を
残
し
た
ト
ゥ
ル
ケ
ス
タ
ン
及
び
チ
ム
ケ
ン

ト
地
方
で
話
さ
れ
て
い
た
方
言
を

基
礎
と
し
て
標
準
語
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
同
地
方
が
最
終
的
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
領
土
と
な

っ
た
こ
と
も

あ
り
、
オ
ア
シ
ス
地
帯
で
あ
る
タ
シ
ケ
ン
ト
及
び
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
の
方
言
を

新
た
に
基
礎
と
し
て
採
用
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ズ
ベ
ク
語
の
特
徴
は

母
音
調
和
を
持

つ
他

の
チ

ュ
ル
ク
系
言
語
か
ら
離
れ
、
オ
ア
シ
ス
地
帯
の
言
語

で
あ
る
タ
ジ
ク
語
に
よ
り
近
づ
い
た
。
こ
の
事
実
が
、
ウ
ズ
ベ
ク
民
族
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
お
け
る

「サ
ル
ト
」
的
要
素
の
最
重
要
視
と
関
連
が
あ
る
可
能
性
も

考

凡
ら
れ
る
。

1
9
9
7
年
1
0
月
2
0
日
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ム

・
カ
リ
モ
フ
大

統
領
は
ヒ
ヴ

ァ
建
都
2
5
0
0
周
年
記
念
式
典
の
演
説
に
お
い
て

「2
0
0
0

年
前
の
ロ
ー
マ
の
歴
史
家

…

は
チ
ュ
ル
ク
系
民
族

の
古
代
に
お
け
る
祖
先

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
」
と
述
べ
た

(H(四
「一ヨ
O
<
一Φ
OOO)
が
、
今

や

「チ

ュ
ル
ク
系
民
族

の
古
代
に
お
け
る
祖
先
」
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
公
式

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
お
い
て
何
で
あ

る
の
か
を
理
解
す
る
の
は
難
し
く
な

い
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
ソ
連
時
代
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
何
等
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

1
9
9
3
年
2
月
1
2
日
付
け
の

「
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
ス
カ
ヤ

・
プ
ラ
ウ
ダ
」
紙

の
カ
リ
モ
フ
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
は

「新
し
い
家
が
建

つ
ま
で
は
古

い
家

を
壊
す
な
」
と
題
さ
れ
た

(国
巽
ぎ

o<
一⑩り
O
)
が
、
こ
れ
は
カ
リ
モ
フ
の
漸
進

的

・
段
階
的
な
改
革
を
表
す
言
葉
と
し
て
よ
く
言
及
さ
れ
る
。
1
9
9
6
年
に

は
独
立
後
作
ら
れ
た
国
家
公
務
員

の
再
教
育
施
設
で
あ
る
国
家
社
会
建
設
ア
カ

デ
ミ
ー
の
中
に
近
現
代
史
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
た
後
、
カ
リ
モ
フ
が
議
長
を

務
め
る
大
臣
会
議
が
1
9
9
8
年
6
月
2
7
日
付
け
で
出
し
た
決
議

(囚
鋤窪
p
曾

≦

a
ω冥
o
<
一り
O。。)
に
よ

っ
て
ソ
連
時
代
か
ら
あ
る
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
付
属
の

歴
史
研
究
所
を
改
組
し
、
「ウ
ズ
ベ
ク
国
民
と
そ
の
国
家

の
歴
史
と
ウ
ズ

ベ
ク
民

族
の
形
成
に
関
す
る
研
究
成
果
の
集
成
」
を
そ
の
課
題
の

一
つ
に
掲
げ
た
。
筆

者
は
1
9
9
8
年
9
月
近
現
代
史
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究

員
よ
り
そ
こ
で
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

セ
ン
タ
ー
の
目
標
の

一
つ
は
ソ
連
時
代
の

「誤

っ
た
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
払
拭

し
た
新
し
い
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
を
出
版
す
る
こ
と
で
あ
る
の

だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
い
つ
出
版
に
漕
ぎ
着
け
る
か
わ
か
ら
な

い
状
況
だ
と
の
こ

と
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
歴
史
研
究
所
も
改
組
さ
れ
た
ば
か
り
で
本
格
的
な
活
動

は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
形
成
ま
で
の
空

白
を

「古

い
家
」
で
賄

っ
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。

・
容
易
に
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
側
研
究
者
の
ウ
ズ
ベ
ク
民
族
の
起
源
に
関

す
る
見
解
は
全
く
対
照
的
な
も

の
で
あ
る
。

ソ
連
崩
壊
直
前
に

「近
代
ウ
ズ
ベ

ク
民
族
」
を
著
し
た
E
.
オ
ー
ル
ワ
ー
ス

(〉
=
≦
o
民
昏

一
〇
り
O
)
に
よ
れ
ば
、

「ウ
ズ
ベ
ク
」
と

い
う
語
の
起
源
説
に
は
、
1
4
世
紀
に
活
躍
し
た
金
帳

ハ
ー
ン

国

(チ
ン
ギ
ス

・
ハ
ー
ン
の
息
子
ジ
ュ
チ
の
子
孫
が

つ
く

っ
た
遊
牧
国
家

で
、
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ロ
シ
ア
を
支
配
下
に
置
い
た
。
「ジ

ュ
チ
の
ウ
ル
ス
」
と
も
言
う
)
の
ウ
ズ
ベ

ク

・
ハ
ー
ン

(在
位
1
3
1
2
i
1
3
4
1
)
に
発
す
る
と
す
る
.も
の
と
、
「ウ

ズ

ベ
ク
」
と

い
う
語
自
体
が
チ
ュ
ル
ク
系
言
語
に
お
い
で

「自
ら
を
主
人
と
為

す
者
」
と
い
う
民
族
の
誇
り
を
強
調

し
た
意
味
を
持

つ
こ
と
に
着
目
し
た
も
の

の
2
つ
が
あ
る
。

ウ
ズ
ベ
ク

・
ハ
ー
ン
の
活
躍
は
、
当
時
の
周
辺
異
民
族
の
歴
史
家
の
注
目
を

大

い
に
引

い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時

の
ペ
ル
シ
ャ
語
文
献
に
お
い
て
は
、
彼
の

国
家
は

「
オ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
」
あ

る
い
は

「ウ
ル
シ

・
オ
ズ
ベ
ク
」
(と
も
に

「ウ
ズ
ベ
ク
の
国
」
の
意
)
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
ウ
ズ
ベ
ク
は

金
帳

ハ
ー
ン
国
を
構
成
す
る
モ
ン
ゴ

ル

・
チ

ュ
ル
ク
系
部
族
連
合
の

一
翼
を
担

う
部
族
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ウ
ズ

ベ
ク

・
ハ
ー
ン
の
没

後
、
こ
の
部
族
は
し
ば
ら
く
歴
史

の
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
、
再
び
そ
の
姿
を
現

し
た
の
は
1
3
6
0
-
8
0
年
代

の
西
シ
ベ
リ
ア
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
期
、
彼

ら
は
現
在
の
チ
ュ
メ
ニ
で
あ
る
ト

ゥ
ラ
を
本
拠
と
し
て
独
立
国
家
を
築

い
て
い

た
が
、
こ
れ
は
先
の
ウ
ズ

ベ
ク

・
ハ
ー
ン
の
時
代
の
政
治
的
中
心
で
あ
る
ヴ
ォ

ル
ガ
沿

い
の
サ
ラ
イ
か
ら
1
6
0
0
キ

ロ
離
れ
た
土
地
で
あ

っ
た
。
ウ
ズ
ベ

ク

・
ハ
ー
ン
に
起
源
を
求
め
る
研
究
者
は
ウ
ズ

ベ
ク
た
ち
は
歴
史
の
空
白
の
2

0
年
間
に
こ
の
1
6
0
0
キ
ロ
を
移
住
し
た
の
だ
と
考
え
る
の
に
対
し
て
、
そ

れ
を
疑
問
視
す
る
研
究
者
は

「自
ら
を
主
人
と
為
す
者
」
説
を
採
る
。

1
4
世
紀
末
か
ら
1
5
世
紀
前
半

に
か
け
て

(今
日
の
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の

土
地
で
は
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
が
全
盛
を
迎
え
て
い
た
頃
)
、
遊
牧
ウ
ズ
ベ
ク
族
は
シ

ベ
リ
ア
に
拠
点
を
置
き
、
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
東
部

(今
日
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
中

東
部
)
に
お
い
て
支
配
権
を
握
れ
な

い
ま
ま
、
何
度
か
ホ
レ
ズ
ム
地
方
に
侵
入

し
そ
こ
を
短
期
間
な
が
ら
支
配
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
地
は
、
後

に
彼
ら
が
今
日
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
地
に
進
出
す
る
際

の
足
掛
か
り
の

一
つ

と
な
る
。

1
5
世
紀
半
ば
、
ア
ブ
ル

・
ハ
イ
ル

・
ハ
ー
ン
の
時
代
、
ウ
ズ
ベ
ク
族
は
内

紛
に
よ
り
大
別
し
て
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
る
。
分
裂
の
原
因
は
、
ア
ブ

ル

・
ハ
イ
ル

・
ハ
ー
ン
が
あ
ま
り
に
厳
格
な
統
治
を
行

っ
た
た
め
彼
か
ら
離
反

す
る
集
団
が
出
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
ア
ブ
ル

・
ハ
イ
ル

・
ハ
ー
ン
自
身
の
グ
ル

ー
プ
は
南
下
し
て
、
シ
ル
ダ
リ
ヤ
沿

い
の
シ
グ
ナ
ク

(現
カ
ザ
フ
領
。

ク
ジ

ル

・
オ
ル
ダ
と
ト
ゥ
ル
ケ
ス
タ
ン
の
中
間
地
点
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
)
に
新

た
な
根
拠
を
定
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ト
ゥ
ラ
に
残
留
し
た
者
た
ち
は
、
シ
ビ

ル

・
ハ
コ
ン
国
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
国
家
を
建
て
る
が
、
次
の
世
紀
に
は

コ
サ

ッ
ク
を
尖
兵
と
す
る
ロ
シ
ア
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
ア
ブ
ル

・
ハ
イ

ル

・
ハ
ー
ン
の
重
臣
た
ち
の

一
部
は
長
年
対
立
し
て
き
た
モ
ゴ
ー
リ
ス
タ
ン

(カ
ザ
フ
東
部
の
遊
牧
勢
力
)
に
寝
返
り
、
や
が
て
今
日
の
カ
ザ
フ
族
の
原
形
を

形
作
る
よ
う
に
な
る
。

シ
グ
ナ
ク
を
根
拠
と
し
た
遊
牧
ウ
ズ
ベ
ク
族
は
1
4
6
8
年
に
ア
ブ
ル

・
ハ

イ
ル

・
ハ
ー
ン
が
亡
く
な
る
こ
と
に
よ
る
影
響
も
加
わ

っ
て

一
時
的
に
弱
体
化

す
る
が
、
1
5
世
紀
末
に
シ
ャ
イ
バ
ニ

・
ハ
ー
ン
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

勢
力
を
取
り
戻
し
、
1
6
世
紀
初
頭
に
は
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
末
期
の
混
乱
に
乗
じ

て
、
.今
日
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

(及
び
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
北
部
)
に
進
出
し
て

く
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
ウ
ズ
ベ
ク
族
が
こ
の
地
に
本
格
的
に
進
出
し
た
最
初
の
波
で
あ
り
、

シ
ャ
イ
バ
ニ

・
ハ
ー
ン
の
系
統
は
後
に
ブ

ハ
ラ
を
首
都
と
す
る
ブ

ハ
ラ

・
ア
ミ
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ー
ル
国
を
形
成
し
、
支
配
部
族
の
交
替
を
見
な
が
ら
も
2
0
世
紀
初
頭
に
至
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ズ
ベ
ク
の
別
の
部
族
か
ら
は
、
ヒ
ヴ

ァ
、

コ
ー
カ
ン
ド

を
支
配
す
る
者
も
現
れ
、
1
6
世
紀
以
降
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
政
治
的
に
は

文
字
通
り

「
ウ
ズ
ベ
ク
の
国
」
と
な

っ
て
い
く
。

つ
ま
り
、
西
側
研
究
者
の
見
解

に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
「ウ
ズ
ベ
ク
」
と
い
う

名
称
を
問
題
に
す
る
限
り
、
ウ
ズ

ベ
ク
人
の
歴
史
は
た
か
だ
か
1
6
世
紀
以
降

の
期
間
に
過
ぎ
な

い
こ
と
に
な
る
。
常
識
的
に
言
え
ば
、
ソ
連
の
研
究
者
の
見

解
は
全
く
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
産
物

で
あ
り
、
非
科
学
的
な
代
物
に
過
ぎ
な
い
と

思
え
る
。
そ
れ
自
体
は
正
し
い
が
、
問
題
は
そ
こ
で
終
わ
る
の
で
は
な

い
。
な

ぜ
な
ら
、
1
9
3
8
年
以
降
、
旧

ソ
連

の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
た
ち
に
よ
っ
て
作
り

上
げ
ら
れ
た
公
式
見
解
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
な
空
白

の
た
め
に
当
分
は
独
立

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
公
式
見
解
で
も
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
し
、
現
在
こ
れ
に
対

抗
す
る
よ
う
な
見
解
は
存
在
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
文
化
人
類
学

の
立
場
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
ソ
連

の
研
究
者
の
立
場
を
尊
重
し
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
あ
る
程
度
ま
で
ウ
ズ

ベ
ク
人
た
ち
自
身
の
見
解
だ
か
ら
で
あ
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
文
化
人
類
学
の
民
族
理
論
は
近
年
、
人
種
や
言
語

・
宗
教
と

い
っ

た
客
観
的
な
基
準
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
住
民
た
ち
の

「わ
れ
わ
れ
意
識
」

を
決
め
手
と
見
な
す
傾
向
に
あ
る
。
文
化
人
類
学
者
は
、
住
民
た
ち
が
こ
れ
が

「ウ
ズ
ベ
ク
」
だ
と

い
う
見
解
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
う
な
る
と
、
人
種

や
あ
る
歴
史
的
時
点
に
お
け
る
居
住
地
域
な
ど
の

「客
観
的
」
基
準
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
民
族
を
主
観
的
な
意
識
で
あ
る
と
見
な

す
と
い
う
何
が
し
か
奇
妙
な
事
態
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
そ
も
そ
も
ウ
ズ
ベ
ク
人
自
身
は
公
式
見
解
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
て

い
る
と
言

っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う

で
は
な

い
こ
と
を
示
す
要
因
と
し
て
、

タ
ジ
ク
人
と
の
関
係
と
氏
族

(ク
ラ
ン
)
の
2
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
日
の
ウ
ズ
ベ
ク
人
と
タ
ジ
ク
人
の
関
係
は
複
雑
で
あ
る
。
国
境
線
確
定
以

前
の
段
階
で
は
、
(遊
牧
民
で
は
な
い
)
定
住
ウ
ズ

ベ
ク
人
も
タ
ジ
ク
人
も
等
し

く

「サ
ル
ト
」
と
い
う
共
通

の
名
称
で
呼
ば
れ
、
単
に
話
す
言
語
が
異
な
る
と

い
う
だ
け
で
、
生
活
圏
か
ら
言

っ
て
も
文
化

・
習
慣
か
ら
見
て
も
殆
ど
異
な
る

こ
と
が
な
か

っ
た
。
現
在
で
も
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
や
ブ
ハ
ラ
な
ど
伝
統
的
に
タ

ジ
ク
人
の
多

い
地
域
で
は
住
民
の
8
割
ほ
ど
が
両
方
の
言
語
を
解
す
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
ブ

ハ
ラ

・
ア
ミ
ー
ル
国
の
時
代
に
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド

・
ブ
ハ
ラ

地
域
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
東
部
は
同
じ
国
の
領
土
で
あ

っ
た
が
、
国
境
線
確
定
に

よ
り
両
地
域
は
2
つ
の
国
家
に
属
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
現
時
点

で
最
新
の
も

の
で
あ
る
1
9
8
9
年

の
公
式
統
計
で
は
タ
ジ
ク
人
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
総

人
口
の
4
.
7
%
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
公
式
的
な
民
族
的

所
属
が
ウ
ズ
ベ
ク
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
の
意
識
の
上
で
は
タ
ジ
ク
人
で
あ
る
と

考
え
て
い
る

「潜
在
的
タ
ジ
ク
人
」
が
数
百
万
規
模
で
存
在
す
る
と
い
う
非
公

式
的
な
見
解
も
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
側
の
研
究
者

マ
ソ
フ

(7肖
9◎ωO
<
一㊤
り
一℃一㊤
O
α)
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド

・
ブ
ハ
ラ
地
域
を
タ
ジ
ク
人
の

「未

回
収
の
土
地
」
と
し
、
国
境
線
確
定
の
理
不
尽
さ
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
国
内
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
国
境
線
確
定

に
関
し
て
、
フ
ジ
ャ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
レ

ニ
ナ
バ
ー
ド
州
は
ウ
ズ

ベ
ク
人
多

数
地
域
で
あ
り
な
が
ら
タ
ジ
ク
領
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
地
が
山
地
の
多

い
同
国

に
あ

っ
て
唯

一
平
野
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
先
進
的
な
工
業
地
域
と
な
る
こ
と
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に
よ

っ
て
ウ
ズ

ベ
ク
系
が
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
経
済
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と

い
う

結
果
を
生
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
在
外
ウ
ズ
ベ
ク
人
は
、
カ
ザ
フ
、
キ
ル
ギ
ス
、

ア
フ
ガ
ン
な
ど
の
各
国
に
も
存
在
す
る
が
、
多
く
の
場
合
そ
の
国
と
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
と
の
国
際
関
係
の
軋
轢
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
汐
ン
が
抱
え

る
民
族
的
な
不
明
瞭
さ
は
外
に
向
か

っ
て

ば
か
り
で
は
な
く
、
内
に
向
か

っ
て
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

一

般
に

「
ク
ラ
ン
」
の
影
響
力
の
強
さ
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
る
。
こ
こ
で

「
ク

ラ
ン
」
と

い
う
の
は
、
文
化
人
類
学

で
い
う
よ
う
な
明
確
な
定
義
を
も

つ
も
の

と
い
う
よ
り
は
、
各
地
域
の
政
治

・
経
済
的
な
実
権
を
握
る
い
く

つ
か
の
親
族

を
漠
然
と
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「ク
ラ
ン
」
と

い
う
よ

り
も
よ
く
使
わ
れ
る
別
の
言
葉
で
あ

る

「
地
域
主
義
」
と
い
う
用
語
を
使

っ
た

方
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ト
ロ
フ
ィ
ー
モ
フ
の
研
究

(↓
村
O
{一ヨ
O
<
一
㊤Φ
心
)
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

「地
域
」
は
数
え
方
に
よ
っ
て
3
つ
と
も
6
つ
と
も
9
つ
と
も
言
え
る
。
最
も
基

本
的
な
分
類
で
あ
る
三
分
法
で
は
、

ホ
レ
ズ
ム
地
方
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
中
央

部
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
と
分
け
ら
れ

る
。
こ
の
う
ち
、
中
央
部
を
さ
ら
に
タ
シ

ケ
ン
ト
、
サ

マ
ル
カ
ン
ド
、
ブ

ハ
ラ
、
ス
ル
ハ
ン
ダ
リ
ヤ

・
カ
シ
ュ
カ
ダ
リ
ヤ

の
各
地
方
に
分
け
る
と
六
分
法
に
な
る
。
九
分
法
で
は
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
を

ナ
マ
ン
ガ
ン
、
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
、

フ
ェ
ル
ガ
ナ

(州
)
の
3
つ
に
分
け
、
サ

マ
ル
カ
ン
ド
か
ら
ジ
ザ
ク
を
独
立
さ
せ
る
と

い
う
考
え
方
を
採
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ウ
ズ
ベ
ク
国
内
社
会
は
現
在
1
3
あ
る
行
政
的
地
域
と
大

し
て
変
わ
ら
な

い
数

の
内
部
的
な
単
位
に
分
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
よ
う
に
国
を
分
裂

さ
せ
る
ほ
ど
深
刻
で
は
な

い
が
、
国
家
の

意
思
を

一
つ
に
統

一
す
る
ほ
ど
で
も
な
い
。

3

ポ
ス
ト
ソ
連
社
会
と
し
て
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

"

「
民
族
」
の
政
治

へ
の
影
響

ポ
ス
ト
ソ
連
社
会
は
、
ソ
連
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
民
族
問
題
が
各

地
で
噴
出
し
、
そ
れ
が
こ
の
地
域
の
混
乱
の

一
要
素
を
成
し
て
い
る
と
見
ら
れ

て
い
る
。
表
面
的
に
見
れ
ば
、
(独
立
前
後
に
は
キ
ル
ギ
ス
人
と
の
衝
突
や
メ
ス

ヘ
チ
ヤ

・
ト
ル
コ
人
に
対
す
る
襲
撃
な
ど
比
較
的
小
規
模
な
民
族
対
立
は
見
ら

れ
た
も
の
の
)
現
在
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
そ
う
し
た
深
刻
な
民
族
問
題
の
混

乱
か
ら
は
免
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ

と
か
ら
も
あ
る
程
度
わ
か
る
よ
う
に
、
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
国
家
の
正
当
性
は
い

ま
だ
確
固
た
る
も
の
と
な

っ
て
い
な
い
。
カ
リ
モ
フ
大
統
領
は
そ
れ
を
敏
感
に

察
知
し
て
、
自
ら
の
代
表
作
で
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
安
全
保
障
に
関
す
る
教
科

書
と
な

っ
て
い
る

「2
1
世
紀
を
目
前
に
し
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
」

(内
9ニ
ヨ
o
<

一
8
刈
)
で
同
国
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
数
々
の
要
因
の
中
に
民
族
対
立
や
地
域

主
義
を
挙
げ
て
い
る
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
政
治
的
目
標
は
、
同
国
を

中
心
と
し
た
地
域
的
統
合
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
中
央
ア

ジ
ア
の
戦
略
的
中
心
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
単
に
純
粋
に
政
治

的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な

い
。
そ
こ
で
は
文
化
は
政
治
的
な
正
当
性
の
重
要
な

根
拠
の
一
つ
と
な
る

(勺
Φ
#
o<
9
一㊤り
Q。
)。
今
日
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
領
土
に
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は
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
遺
産
が
集
中
し
て
お
り
、
他
の
4
国
に
は
極
め
て
乏

し
い
。
ま
た
、
ウ
ズ

ベ
ク
の
各
都
市
の
遺
産
は

ユ
ネ
ス
コ
に
よ

っ
て
世
界
的
な

文
明
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
の
前
半
に
お
い
て
既
に
、
ウ

ズ
ベ
ク
民
族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

「
サ
ル
ト
」
的
な
伝
統
を
よ
り
重
視
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
遊
牧
的
な
伝
統
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
中
央
ア
ジ
ア
地
域

の
文
脈
で
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
と

っ
て
、
こ
の
民
族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
歴
史

の
豊
か
さ
と
結
び
付
い
て
、
(カ
ザ

フ
、
キ
ル
ギ
ス
、
ト
ル
ク
メ
ン
の
3
国
に
対

し
て
は
そ
の
国
々
の
歴
史
の
貧
し
さ
を
暗
に
示
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
に
対
し
て
は
そ
こ
か
ら
歴
史
を
奪

い
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
)
こ
の
地
域
に

お
け
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
優
位
性
を
築
く
た
め
の
武
器
と
な
る
。
だ
が
、
そ

れ
は
4
ヶ
国

の
反
発
を
招
き
、
ウ
ズ
ベ
ク
ス
タ
ン
の
意
図
と
は
裏
腹
に
地
域
的

統
合
の
不
安
材
料
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
ウ
ズ
ベ
ク
国
内
の
状
況

に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

を
含
む
中
央
ア
ジ
ア
の
政
治
は
時

に

「氏
族
政
治
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。

1
9
5
9
年
か
ら
1
9
8
3
年
ま

で
2
0
年
以
上
に
わ
た

っ
て
ウ
ズ
ベ
ク
共
産

党
第

一
書
記
と
し
て
国
を
統
治
し
た
シ
ャ
ラ
フ

・
ラ
シ
ド
ブ
は
そ
の
典
型
と
言

え
る
だ
ろ
う

(く
四
一ω5P9
β
一り
O
㎝)
。
1
9
2
5
年
以
来
、
党
第

一
書
記
や
最
高

会
議
議
長
と
い
っ
た
共
和
国
の
要
職
は
フ
ェ
ル
ガ
ナ
か
サ

マ
ル
カ
ン
ド
の
出
身

の
者
が
務
め
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
お
気
に
入
り
だ

っ
た
ウ
ス

マ
ン

・
ユ
ス
ー
ポ
フ

(党
第

一
書
記
在
任

"
1
9
3
7
1
1
9
5
0
)
が
フ
ェ

ル
ガ
ナ
の
出
身
な
ら
ば
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
見
出
さ
れ
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
を
生

き
延
び
た
ラ
シ
ド
ブ
は
当
時
は
サ

マ
ル
カ
ン
ド
に
属
し
た
ジ
ザ
ク
の
出
身
だ

っ

た

(ラ
シ
ド
ブ
は
1
9
7
3
年
、
ジ
ザ
ク
を
サ
マ
ル
カ
ン
ド
州
か
ら
切
り
離
し

独
立
の

一
州
と
し
た
)。
ラ
シ
ド
ブ
は
共
和
国
の
党
や
政
府
の
要
職
の
多
く
を
家

族
や
親
族
、
同
郷
の
者
に
分
け
与
え
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
中
央

ア
ジ
ア
の
社
会

で
は
地
縁
血
縁
で
結
び
付

い
た
者
た
ち
が
最
も
信
頼
が
お
け
る
か
ら
で
あ
る
。
、

ま
た
、
1
9
7
0
年
に
ホ
レ
ズ
ム
出
身
の
マ
ッ
チ
ャ
ノ
ブ
を
最
高
会
議
議
長
に

任
命
し
た
時
の
よ
う
に
、
別
の
地
域
の
出
身
の
者
に
地
位
を
与
え
る
時
は
そ
の

地
域
勢
力
と
の
戦
略
的
な
連
合
を
意
図
し
て
い
た
。

現
在
の
カ
リ
モ
フ
政
権
は
ラ
シ
ド
ブ
政
権
に
比
べ
れ
ば
、
表
面
的
に
は
氏
族

政
治
の
色
彩
は
比
較
的
薄

い
よ
う
に
見
え
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
新
聞
が
最
近

明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

(H(
鋤
『口
く
四
⇒
一㊤
り
CO
)、
カ
リ
モ
フ
は
サ

マ
ル

カ
ン
ド
の
旧
市
街
に
生
ま
れ
赤
貧
の
幼
少
期
を
送

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
の

父
親
は
早
く
亡
く
な
り
、
母
親
と
二
人
の
生
活
に
は
氏
族
の
後
ろ
盾
な
ど
全
く

存
在
し
な
か

っ
た
。
現
在
、
彼
の
政
権
に
は
や
は
り
サ
マ
ル
カ
ン
ド
や
フ
ェ
ル

ガ
ナ
の
地
域
的
利
害
を
代
表
す
る
人
物
が
高
職
に
就

い
て
い
る
が
、
同
時
に
彼

は
そ
れ
と
併
存
す
る
形
で
航
空
機
工
場
時
代
や
カ
シ
ュ
カ
ダ
リ
ヤ
党
第

一
書
記

時
代
に
築

い
た
人
脈
を
起
用
し
、
非
常
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色

の
強
い
政
治
を
志

向
し
て
い
る
。

ウ
ズ
ベ
ク
国
家
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
際
重
要
な
の
は
、
ソ
連
時
代
に
形
成

さ
れ
今
日
も
残
存
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
な
国
家
の
枠
組
と
地
縁

・
血
縁
な
ど

の
小
規
模
な
集
団
を
基
礎
と
す
る
地
域
主
義
的
な
枠
組
が
平
行
し
て
存
在
す
る

こ
と
で
あ
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
い
う
国
家
を
維
持
す
る
た
め
に
は
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
依
然
有
効
だ
が
、
国
家
維
持
の
目
的
が
確
保
さ
れ
れ
ば
そ
の
範
囲
で

地
域
主
義
が
力
を
も

つ

(時
に
は
そ
の
範
囲
を
逸
脱
し
よ
う
と
す
る
)。
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
地
域
主
義
は
市
場
経
済

へ
の
移
行
と
い
う
関
心
か
ら
は
両
方
と
も
否
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定
的
な
要
因
と
し
か
思
え
な
い
が
、
と
も
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
現
状
を
支
え

る
大
き
な
力
な
の
で
あ
る
。

経
済
の
領
域
で
政
治

の
領
域

の
地
域
主
義
に
対
応
す
る
の
は
、
袴
田
茂
樹
の

い
う

「バ
ザ
ー
ル
経
済
」
.・(袴
田

お
㊤ω
)
で
あ
る
。
・彼
の
い
う
公
式
的
な
表
層

と
は
全
く
異
な

っ
た
ソ
連
経
済
の
実
態
は
、
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
も
当

て
は
ま
る
。
そ
し
て
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ

ン
で
は
、
公
式
的
な

(あ
る
い
は
外
か
ら

見
た
)
ソ
連
経
済
が
社
会
主
義

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
応
す
る
と
す
れ
ば
、
バ

ザ
ー
ル
経
済
が
地
域
主
義
に
相
当
す

る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
両
者

に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
自
ら
に
近

い
、
あ
る
い
は
結
び
付
き
の
強

い
人
間

し
か
信
用
し
な
い
と
い
う
限
定
性
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
地
域
主
義
と
バ
ザ
ー
ル
経
済
に
対
す
る
ウ
ズ

ベ
ク
政
府
の
態
度
に
は
、

大
き
な
違

い
が
あ
る
。
バ
ザ
ー
ル
経
済
は
、
経
済
的
自
由
の
名
の
も
と
あ
る
程

度
容
認
さ
れ
て
お
り
、
個
人
や
集
団

の
才
覚
に
よ
っ
て
規
模
は
小
さ

い
な
が
ら

商
業
的
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
主
義
を
容
認

す
れ
ば
現
在
あ
る
国
家
の
枠
組
を
崩
す
こ
と
に
な
る
た
め

(ト

ロ
フ
ィ
ー
モ
フ

は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
が
3
つ
に
分
裂
す
る
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る
)
、
そ
れ
は

国
家
的
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
の
政
策
の

一
つ
が
、
ウ
ズ
ベ
ク
民
族
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
強
調
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
既
に
見
た
よ
う
に
必
ず
し
も
科
学
的
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
独
立

後
に
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
他
の
旧
ソ
連
諸
国
同
様
、
ソ
連
崩
壊
に
よ

っ
て
市
場

経
済

・
民
主
主
義

へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
前
提

に
立

っ
て
、
1
9
9
8
年

の
ロ
シ
ア
の
金
融
危
機
の
際
も
ロ
シ
ア
の
改
革
は
挫

折
し
た
と

い
う
よ
う
な
言
い
方
も
為
さ
れ
た
。
し
か
し
、
社
会

の
実
態

(の
か

な
り

の
部
分
)
か
ら
見
れ
ば
、
旧
ソ
連
社
会
は
対
し
て
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
言
え
ば
こ
れ
ら
の
社
会
の
中
で
も
最
も
旧
時
代
か
ら

の
継
続
性
が
高

い
。
わ
れ
わ
れ
が
ポ
ス
ト
ソ
連
社
会
を
考
察
す
る
際
、
重
要
な

の
は
そ
れ
が
市
場
経
済

・
民
主
主
義
と
い
っ
た
新
し
い
方
向
性
に
踏
み
出
し
て

い
る
か
ど

い
う
点
よ
り
も
、
む
し
ろ
社
会
主
義

の
公
式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
隠
れ

て
見
え
な
か

っ
た
旧
時
代
の
状
態
が
ど
ん
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
ま
ず
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
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         The Uzbek Nation and a Post-soviet Society 

                      Iwane TAKAHASHI 

   The main subject of this thesis is how the uzbek nationalist ideology and regionalism within the 

country influence politics and economy of Uzbekistan. In the first section, political boundaries and 

ethnic compositions before and after division of Central Asia in 1924 are briefly reviewed. In the second 

section, characteristics of Uzbek nationalist ideology are examined by comparing it to the study of E. 

Allworth on modern Uzbek nationality and also referring to regionalism inside the country. And finally 

in the third section, it is argued that both ideology and regionalism give some characteristics to Uzbek 

politics and economy. 
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